
 

 

 

 

 

 

 

 

9月3日（日）～4日（月）マホロバマインズ三浦にて昨年に引き続き

好評でした『次世代リーダー育成セミナーⅡ』を開催しました。今年

も前回同様に「Planning Office Active 代表 久瀬 一善」氏を

講師に迎え若手役員が16組織26名、地域連合役員5名と講師を含めて

32名方が参加されました。 

今回のセミナーは、地域連合・労福協加盟組織で「役員のなり手が

いない」「後継者が育たない」などの相談を日々受け取る中で単組で

は、問題解決に向けたセミナー開催の機会が設けられないとの声も有

り、地域連合・労福協が組合支援の一環として開催しました。本セミ

ナーでは、組合役員に必要な「ファシリテーション」（集団活動や会

議などをスムーズに成果が上がるように進行させること）に必要な会

議の司会進行役（ファシリテーター）になる為の心

構え、対応方法などを学びました。 

また、グループに分かれて自単組の問題点や労組役

員としての役割を見つめ直す・問題点に対してどう

アプローチをし解決に導くかなど1日かけて活発な

議論を行いました。 

参加者からは「自身の職場で実践してみたい事が多

かった」「改めて自分について考える事が出来た」な

どの意見やグループ討議などで他労組・業種の方とのふれあいに刺激を受けた様子で地域交流の場としての

役割を果たせ充実したものでした。 

セミナーが終わり19時からは夕食をまじえ異業種交流会を実施し、更に熱心に意見交換をしていました。 

24才から50才台前半まで幅広い年齢層に加えて、連合ならではの幅広い業種での意見交換は参加者にとって、

未知との遭遇のような感覚で、非常に刺激ある

ものになったようです。32名中21名は宿泊し、

異業種交流会は深夜まで及び充実した『次世代

リーダー育成セミナーⅡ』となりました。 

今後も、三浦半島地域連合は加盟組織の要望

や単組では中々実施できない事柄でも連合体

の利点を生かして活動を進めていきますので

ご支援、ご協力よろしくお願いいたします。 
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８月５日（土）15 時から京急久里浜駅東口にて「連合神奈川ピースウィ

ーク」活動を行いました。 

当日は三浦半島役員と三浦半島地域連合の役員 16 名と三浦半島地域連合

議員団３名（早稲田県会議員秘書、長谷川・小林両横須賀市議会議員）合

計 19 名で約一時間にわたり「核兵器廃絶」に向けたうちわ配布を行いま

した。 

組織を代表

し、河南議長や三浦半島地域連合議員団が、炎天下

の中「核兵器廃絶」に向け、町行く人々に対して戦

争への想い・これまで戦争によって日本が歩んでき

た悲しい歴史について訴えました。日本に原爆が投

下されてから 72 年が経過し、惨劇を体験した人が少

なくなっている今だからこそ、このような活動を継

続して、核兵器の恐ろしさを伝えていきます。 

政策・制度の提出及び実現に向けて 

三浦半島地域連合議員団と意見交換会開催 
三浦半島地域連合の 2018 年度に向けた『政策・制度要求

と提言』の内容を議員団と共有化し、実現に向け協力を依

頼することを目的に、三浦半島の地域連合５役と議員団と

で意見交換会を実施しました。 

会議冒頭に、河南議長から『議員団とは連携し、各市町

への政策・制度の実現に向けての活発な意見交換を行いた

い』との挨拶がありました。改めて、同じ問題であっても、

各地域ごとで現状での取り組み内容にバラツキが有ることを実感し、要求項目について現場の声を聴くことにより

現実味のある要求になるようなアドバイスなどを頂きました。今後、『政策・制度要求と提言』については今回の

内容を精査し、９月の５役会議・幹事会の確認をへて、10 月に各市町へ提出する予定です。 

◆横須賀・三浦地区地区意見交換概要 

日時：８月 22 日（火）18:00～ 

場所：ヴェルクよこすか３階 第８会議室 

参加議員：大村県会議員、角井・伊関・長谷川・小林・高橋・

矢島各横須賀市議会議員 

◆鎌倉・逗子・葉山地区意見交換概要 

日時：８月 25 日（金）18:00～ 

場所：芝浦メカトロニクス労組会議室 

参加議員：早稲田県会議員、山田・竹田各鎌倉市議会議員 

高野・長島各逗子市議会議員、横山・待寺各葉山町議会議員 


